










































































































































































　南洋ニ来タ敦ワ 御想像ノ通リ、自ラノ「ミヤヅカヘ」ヲ卑下シ、周囲ノ「官僚」ヲ軽蔑 乃至 拒否シテ、多
分、僕ノ土人的ニ成リキッテイタトコロニ、大イニ気ヲユルシ、甘エテクレタノダト思イマス。16年12月戦争ガ
ハジマリ――勿論ソノ前カラ軍人軍属ガ 島民ノ数ノ何倍ト云ウホド沢山ニ入ッテ来、防空壕ヲ掘ラサレタリ。










































イマス。若シカシタラ僕ガ東ノ方ヲ遠ク ヤル トー方面ニ行ッテ２～３ヶ月パラオ ヲ留守ニシテイタ間ニデモ行ッ
タノデワナイデショオカ。ナポレオンノコトヲ彼ノ口カラキイタヨオナ気ガシマス。（昭和五十年十一月九日付筆
者宛の書簡）
　これでわかることは、土方氏にもはっきりした記憶がないこと、行ったとすれば土方氏がパラオ不在中のこと
14 にいくら｜No.24
かも知れない、ナポレオンの話を中島敦の口から聞いたような気がすること、の三つである。最後のことは、後
に中島敦の『南島譚』を読んだ為の記憶の修正ということもあろうから、今、ここでは何とも言えない。前二
つについて言えば、よくわからないが、パラオ不在中のことらしいとの推測はつく。そこで、重ねて土方氏がパ
ラオを留守にした期間を尋ねると、「昭和十六年二月一日カラ同年五月九日マデ」（昭和五十一年一月七日付
書簡）との御回答を得た。右の期間は、言うまでもなく中島敦の南洋行以前のものであり、今の場合、直接
の参考にはなり難い。
　ここから分かるように、久功は濱川に有益な情報を提供し、濱川は「『南島譚』の世界」の執筆に役立ててい
たことが分かる。
　昭和51年9月には、濱川の著書『中島敦の作品研究』が刊行される。刊行後直ぐに、濱川はその著書を久功
へ贈る。9月13日の『日記』（第122冊）には、次のように記されている。
受信　濱川勝彦（「中島敦の作品研究」明治書院　9月5日 印刷、10日発行――濱川君ワ、以前カラ「中島
文学」ニ没頭シテイル人デ、家マデ尋ネテ来テクレタコトモアリ、後々モ手紙デノ問イアワセガアリ、部分的ナ
抜刷リヲ一、二度 送ッテクレタコトモアッタ人デ、「遂ニ出来タ」ト云ウトコロ、オ祝シタイ気持。前 カ々ラ仝ジ
「中島文学」ニ取リ組ンデイタ佐々木充君モ何度カ部分的ナ抜刷リヲ送ッテクレタ後ニ、（昭和48年ダッタ）
「中島 敦ノ文学」ト云ウ本ニ仕上ゲテ送ッテクレタノダッタ。
　ト云ウ訳デ、今日ワ期セズシテ、「敦」ノ日ダッタ）
　ここには、久功の感謝の気持と喜びが素直に表されている。そして、贈られた著書の「あとがき」には、「私
の質問に一々答えてくださった土方久功氏、これらの方 に々心より感謝の意を表したい。」（304頁）と記されてい
る。
　久功は、このおよそ4ヵ月後の昭和52年（1977年）1月11日、心不全で逝去する。
結び
　以上、主に『土方久功日記』により、中島敦の研究者、佐々木充と濱川勝彦に対し、土方久功は惜しみなく
論文の素材を提供したことを述べた。それを『南島譚』に関する論文を執筆するにあたり、両者が利用したこと
を明らかにした。そして、久功は二人の研究者に対し、温かい眼差しと、感謝の情を抱いていた。その根底にあ
るのは、久功の中島敦への深い友情が、心の裡で、晩年に至るまで続いていたことである。
［註］
（１）土方久功については、拙著『土方久功正伝』（2016年12月、東宣出版）を参照されたい。
（２）土方久功が書いた回想文については、拙稿「『土方久功日記』と中島敦についての回想文」（跡見学園
女子大学『にいくら』23号、平成30年3月）を参照されたい。
